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37 Katsura-ke Family  Edo Period  Yamaguchi Pref. Hofu City  No Permission 

沿革1712 年桂家の初代桂運平忠晴(1664～1747）によって作られた。忠晴は萩毛利家の家臣で、藩主綱広の次男就勝（なりかつ）

が、毛利七家の一つ防府の右田毛利家に入った時に、忠晴も就勝に従って防府に入り、右田毛利家の家老職を務めた。 

 忠晴は、当時右田毛利家で最も困難を極めていた佐波川の川尻の開拓事業に取り組むことになった。本庭は、その困難な工事

の成就を祈願して築造されたとされる。 

 系図の記録によると「忠晴は14歳にしてすでに江戸に行き、防府と往来すること11度に及んだ。その間、忠晴は諸所方々の庭を

見学する機会に恵まれたと思われる。また彼は詩歌を好み、禅を修め、茶道に一家をなし、数寄者風であったという」。 

当地の自然環境①庭園の土塀背後には佐波川が左手前（北東）から右奥（南西）へと流れている。 

 御当主の桂良彦氏のお話では、時おり佐波川上空に西向きの気流による美しい霧が発生するそうである。 

②河口には向島と田島に囲まれた天然の良港である三田尻港があり、北前船の寄港地である（江戸時代では東風が吹くと、三田尻  

港の帆船が下関港に向かって出帆していた）。 

③庭園からは佐波川河口に桂運平忠晴が干拓した塩田が見えていたと推測する（現在は工場や新幹線等で見ることはできない）。 

④庭園の土塀越しには美しい形の天神山（防府天満宮が祭られている）が見え抽象枯山水庭園を生み出す要素がある。 

 

 

Ｌ字型庭園の屈曲部には庭園を際立たせている独創的な造形がある。 

この造形は類型的ではなく、全くの創作であり、作者の天才的な才能の表れである。 

 

①庭園はＬ字型をしている

が、東に面した壁際に始ま

る石組みは 2 石一対になっ

た4組の石組みは総て向か

って右側（西側）の石が低く

なっている。 

②二段構成の平板な一石

による造形は 4 箇所ある

が、上記石組と同様に例外

なく右側（西側）が低くなっ

ていて、視線が右側に誘導

されている。なお、この石

は立石組間に配されてい

て、斬新な立石同志の混濁

を避けるような緻密な設計

である。 

③個性的な３ヶ所の立石組

みは前代未聞の斬新さが

あり、従来の石組とは類型

的でなく、作者の桂運平忠

晴の独自な造形である。 

石組みの動機と意図 
①作庭の動機：眼下に見える佐

波川の改修と塩田の干拓工事

が、無事終了することを祈願し

たのであろう。 

②作庭の意図：三田尻港で風

待ちしていた帆船が、東風が吹

くと一斉に出帆する景色が脳裏

にあったと思われる。しかし、こ

のような景色を具象的に表現し

ようとしたのではなく、その背後

にある「風の流れと船の動きを」

抽象的に表現しようとした、と思

われる。最も困難なテーマであ

ればこそ、推敲に推敲を重ね

て作庭したと思われる。 

石組みの概要 
①庭園はＬ字型をしているが、

東に面した土壁際に始まる石組

みは二石一対になった4組の石

組みは総て向かって右側（西

側）の石が低くなっている。 

②二段構成の平板な一石による

造形は 4 箇所あるが、上記石組

と同様に例外なく右側（西側）が

低くなり、視線が右側に誘導さ

れている。なお、この石は立石

組間に配されていて、斬新な立

石同志の混濁を避けるような緻

密な設計である。 

③個性的な３ヶ所の立石組みは

前代未聞の斬新さがあり、従来

の石組とは類型的でなく、作者

の桂運平忠晴の独自な造形だ。 
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